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これまでの私
　短大を卒業してずっと保育士として働いてきました。
ある乳児保育の研修会で『ＢＰプログラム（親子の絆づ
くりプログラム“赤ちゃんがきた！”）』の事を聞いて、
これは、これからの私にきっと必要になるなと思い、Ｂ
Ｐ１（“赤ちゃんがきた！”第１子対象）ファシリテータ
ー養成講座を受講しました。でも保育士の仕事はとても
忙しく、仕事だけで手いっぱい。それに保育園に来るの
は、生まれたばかりの子ではなく数か月した子たち以上
なので、なかなか園では実施できませんでした。２年が
過ぎてしまい、あきらめかけていたら、磐田市の方で取
り組みが始まりました。私も家の都合で、正規職から半
日のパートにかえていたので時間にも余裕ができ、市の
担当の方に連絡を入れました。そこから私のＢＰプログ
ラムがスタートしました。

「ＢＰ２」 待ってました！
　ＢＰ１プログラムを、まずは市の依頼で、磐田市総合
健康福祉会館で実施し、次に私の勤める園でやってみま
した。その時、園の数人の保護者（第２子以降の赤ちゃ
ん）から、「わたしもＢＰ１を受けたいけどダメ？」と
言われました。園長からも「２人目はダメだよね！」と
言われ、保育園では２人目以降のプログラムがあるとき
っと保護者の方は喜ばれるだろうし、集まってもらえる
だろうなと、ずっと思っていました。そんな時にＢＰ２
プログラム（“きょうだいが生まれた！”第２子以降対
象）ができると聞き、迷いもなく、すぐに受講しました。
『待ってました！！』という感じでした。これでもっと、
園でも生かしていけるのではと思えました。

ＢＰ２のＦａ養成講座を受けてみたら
　今年の２月のＢＰ２ファシリテーター養成講座を受け
たあと、市の担当の方に伝えたので、市ではすぐに、来
年度（今年度の事ですが）ＢＰ２プログラムをやってく
ださい、と依頼をもらいました。講座を受けてみたもの
の、私自身まだ理解に不安がありました。募集と、一時
保育の事、部屋の確保などすべて市の方でやってもらえ
るということなので、自分がやらない事には進まないだ
ろうと思い、受けることにしました。とりあえずやって
みましょうという感じでした。市の方で全面的にバック
アップしてくださるというので、そこはお任せしました。
そういう点ではとても恵まれていたと思います。

始まるまでにやることは？？？
　まず、自分のやることは何なのかを整理し、準備をし

ました。自分なりのシナリオ作りもやりました。ＢＰ１
プログラムのシナリオをもとに作っていったのですが、
ここはこれでいいのか？　こうやればいいのか？　と忘
れてしまったことが沢山ありました。よくわからないな
りにも何とかできあがったのは、ＢＰ２プログラムが始
まる７日くらい前でした。

　参加者募集は、なかなか進まなかったのですが、市内
全域として、保健師さんが声をかけてもらったたため８
組が集まりました。一時保育も６名でした。
　アシスタントは市のＢＰ１プログラム担当保健師さん
がやってくださることとなり、私のやることとアシスタ
ントのやること、私が準備すること、市の方で準備して
もらうことなど、細かく打ち合わせをしました。

実施してみて
　１回目、一番初めに感じたことは、『赤ちゃんが泣か
ないし、落ちついている！！』ということでした。受付
の前に「先に赤ちゃんを寝かせてきてからでいいです
よ」と伝えると何の迷いもなく、さっと寝かしてこられ
るのです。そして、寝かされた赤ちゃんも泣かないし、
お母さんも落ち着いて受付をしてくれました。一人とし
て泣く赤ちゃんがいなくて、落ち着いた雰囲気に、私の
方が驚いてしまいました。さすが２人目、３人目の母と
子だと思いました。
　また、集まったお母さん同士で、話をすぐに始めてい
たのです。とても和やかな雰囲気でした。
　予定の計画通りに進めていきました。付箋に書く時に
は、はじめに1人５～６枚位の付箋を渡したのですが、
もっと欲しいということで、ほとんどの方に追加を渡し
ました。グループに分かれ模造紙を1枚渡したところ、
貼り付けるところがないくらいにいっぱいという感じで
した。今までＢＰ１プログラムをやってきて、模造紙が
いっぱいになることはなかったので、わたしの方がびっ
くりしてしまいました。お母さんたちには、思うことが
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ＢＰ２プログラムを実施してみて…！！
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たくさんあるのだと改めて感
じました。
　最後の交流質問タイムの時
に、赤ちゃんを丸く並べてみ
んなで写真を撮っているのに
はまたまたびっくりしました。
ＢＰ１プログラムの時には、
最終回の時によく撮っていた
のですが初回からとは…！！
　さすがに、慣れたお母さん
たちだと思いました。はじめ

から終わりまで、泣き声は聞かなかったように思います。
お母さんたちの話声と笑い声ばかりでした。
　ＢＰ1プログラムの時に「みんな同じで安心した」と
言われていましたが、ＢＰ２プログラムも全く同じで
「みな同じで、同じ悩みを持っていて、聞いてもらい、
話せただけで安心できたし、心が落ちついた」と話され
ていました。それを聞いて　Ｆａ（ファシリテーター）
の私も安心できました。
　２回目、３回目は自分自身がよく理解していなかった
というか、テキストやガイドの読み込みが浅かったし、
DVDをもう少ししっかり見ておけばよかったという反省
が大きかったです。ただ、両方ともほぼ予定通りに進ん
でいったし、参加者の感想からは、「自分を見直すきっ
かけになる。頭の片隅にいつもおいておきたい」「ダメ
と怒ってしまうが、共感してあげたい。そのために母の
心の余裕が必要。妥協も必要。ストレス解消も必要」
「しつけと、生の欲求のバランスが難しい。手さぐりで
相談しながらやっていきたい」「やり直しがきくと聞い
て、気持ちを新たにやっていきたい」など、全員が前向
きな思いでした。このように伝えたいことはちゃんと伝
わっていたので、良かったです。Ｆａの私だけが伝わっ
ていなかったのかもしれないと思えたくらいでした。
　4回目、5回目も、参加者には興味のある内容だった
ようで、記入もたくさんしてもらえたし、話し合いも盛
り上がり、共感にホッとして、表情も明るく前向きな考
えになっていったように思いました。最後の思いを聞く
と、本当にやって良かったという感じがしました。

終わってみて思うこと、
　ＢＰ２プログラムの実施が初めての自分としては、進
め方をしっかりと理解していないところがまだまだ多く
あり、戸惑ったり迷ったりしていましたが、参加者は常
に前向きに話を進めてくれたのでとても助かりました。
　ふれあいタイムにしても、話し合いにしても、Ｆａ自
身が楽しく進めていくことができたと思います。そのた
め自然と笑顔になって、見守ることができたし、困るこ
ともなく進んでいったのでしょう。Ｆａの役割は「適切
な進行」と「黒子に徹する」ということですが、その点
はなんとかできていたのではと思っています。
　参加者のアンケートからも「完璧にやらなくてもいい
と思えたら、気持に余裕ができて、子どもを甘やかせら

れるようになった」「ストレスをためすぎないように、
自分も大切にしながら、楽しく子育てをしていきたいと
思った」など、参加して良かったと書かれていて、うれ
しく思いました。参加者も、皆繋がっていて、「次はい
つ集まる？？」「子どもがいても集まれる場所は？」と
いろいろ相談をしていました。
　ＢＰ１プログラムの時からいつも最後に思うのは、や
って良かったということです。そして、赤ちゃんや若い
お母さんたちからたくさん元気や笑顔をいただき、この
素敵な出会いに感謝したいと思います。
　Ｆａの私自身がとても楽しく５回を実施できたのは、
明るい参加者と、募集に協力してくださった保健師さん
と、市の担当の方と、保育をしてくださった方のおかげ
です。ありがとうございました。

一時保育は…？
　一時保育は、市の担当の方にすっかり任せてしまった
ので、保育の変更の連絡などはしっかり伝えられてなか
ったようです。子どもより保育者の方が多かったことも
ありました。そこは大きな反省点です。保育の様子は伝
えてもらったのですが、そのような細かい点もＦａとし
てちゃんと進行しなければいけなかったと反省しました。
子どもに個別対応をしてもらったので、中には散歩で外
に出た子もいたようです。回を重ねるとだんだん楽しめ
るようになったようで、「あそんだよ！」「楽しかっ
た」という子どもの声を聞くことができて安心しました。
保育者にも感謝です。

これからに向けて
　私は、来年度もＢＰ２プログラムを実施する予定です
が、次回は、一時保育に関しても私がしっかりと連絡を
取るようにするなど、今回の反省を踏まえて、やるべき
ことを見直すとともに、内容や進め方についても、もっ
ともっと理解を深めなければと思っています。
　最後に、ＢＰ２プログラムもＢＰ１プログラムと同じ
ように、多くの方に参加して頂けたらいいなと思います。
　そのためにはＢＰ２プログラムのＦａが増えないと、
ＢＰ１プログラムのようにはできないと思います。ＢＰ
１プログラムの新しい（若い）ＦａとＢＰ２プログラム
のＦａの人材確保が、磐田市にとって大きな課題ではな
いかと思っています。
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